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＜病棟連絡事項＞
・

・

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・風呂　光正様～東病棟Aユニット13号室

【転出】
・成田　早希様～西B31号室へ転出。

【部屋移動】
・藤井　孝蔵様～合併症室➝東D18
・城前　実様～東D18➝合併症室
・川口　寶舟様～東C4→合併症室

＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～便秘時：ピコスルファートナトリウム3本処方。
・川口　寶舟様～5/25　10：00～自宅にてケア会議実施予定で調整。
・下館　龍也様～本日より10日分臨時薬処方となる。
・松橋　末藏様～内科薬以外の薬剤中止。本日点滴本体3本、ダントリウム1本。
　　　　　　　　明日点滴本体4本、ダントリウム実施の指示有り。
[bookmark: _GoBack]・田端　香織様～転出許可有り。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、ホール内の散策あるが徐々に行動エスカレートし他者への迷惑行為激しい為、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。自室に私物持ち込み静穏に過ごせている。飲水ペース早く都度声掛け要す。主治医診察にて、本日から20時から翌6時までの時間隔離。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・戸来　栄一様～身体拘束中。午前中1時間の開放観察を実施している。開放中はホールで静穏に過ごしトイレ籠りはない。再拘束もスムーズでオムツ交換時は協力動作ある。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・松橋 末藏様～午前、午後ともに自床に仰臥位で臥床。声掛けにはまとまりの
無い返答と、易怒性見られ、朝食摂取は困難。昼食は自力で数口摂取。服薬は時間を置いて対応し内服は行え、適宜水補は行えている。









＜入院患者様情報＞
日　　時：令和5年5月23日　11：50　
　氏　　名：風呂　光正（ふろ　みつまさ）様
　生年月日：昭和19年8月30日　77歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　
　＜経過＞
　妻・次女と3人暮らし。H30頃より物忘れや易怒性あり。かかりつけ医での治療により、症状は落ち着いていたが、徐々に症状が増強し専門医療機関での鑑別診断目的でR4.4.22当院外来を初受診している。その後はかかりつけ医である、ちょうじゃの森クリニックを通院していた。R4.7頃より中途覚醒、再入眠困難が出現したとのことでR5.1.6当院受診。以後当院を通院し、睡眠の不安定さや易怒性はあるものの過度ではなく概ね安定していた。R5.4よりデイサービスを開始し、特に問題はなかった。R5.4.15朝、徘徊し警察に保護されている。その後徘徊はなく様子をみていたが、5/1（20：00）5/3（0：30）に自宅内の女子トイレの窓から抜け出し徘徊していたとの事。敷地内だったため発見できている。5/8、4：30警察より徘徊していたご本人を保護したと連絡あり。パジャマとスリッパの姿で、発見されたとの事。現在施設入所の為、入所先を検討中。夜間の睡眠が不安定であり、中途覚醒時に外へ出ようとする行動もあり診察の希望あり、5/23外来受診予定としていたが、易怒性の高まり、また介護への抵抗もあるとの事。妻様、娘様の介護負担が大きく、入院を希望され東病棟Aユニット13号室へ医療保護入院
となる。

				
